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活動概要 

（友の会しがについて） 
⾼次脳機能障害友の会しがは、⾼次脳機能障害のある本⼈と家族が孤⽴することなく、地域で安⼼して暮
らせるよう、相談、交流、ピアカウンセリング、情報提供、普及啓発などに取り組んでいる。 
平成１３年（２００１年）に「脳外傷友の会しが」として活動を始め、平成１６年（２００４年）頃から
は、県⽴むれやま荘を中⼼とした活動から、家族主体のボランティア運営へ移⾏した。施設⼊居者だけで
なく、滋賀県内全域の本⼈と家族を⽀える家族会として活動を続けている。 
事務局は、⼀般社団法⼈なないろに置いている。 
 

（主な活動） 
⼀ ⾼次脳機能障害のある本⼈及び家族からの相談 
⼆ 家族の経験を⽣かしたピアカウンセリング 
三 本⼈、家族、⽀援者等の交流会及び相談交流会 
四 ⾼次脳機能障害に関する講習会及び研修会 
五 滋賀県⾼次脳機能障害リハビリテーション講習会の開催 
六 啓発冊⼦の作成及び配布、ホームページ等による情報発信 
七 地域や関係機関が実施する講習会及び研修会への参加・協⼒ 
⼋ 医療、福祉、⾏政、教育、相談⽀援機関等との連携 
九 本⼈及び家族の声や経験を地域及び関係機関へ伝える活動 
 

（本⼈・家族相談及びピアカウンセリング） 
⾼次脳機能障害のある本⼈や家族から、⽇常⽣活、家族関係、就労、福祉サービス及び将来の暮らしなど
について相談を受けている。 
県の関係機関等からの依頼を受け、友の会しがの家族がピアカウンセラーとして相談活動に参加している。
本⼈・家族としての経験を⽣かし、同じ⽴場だからこそ分かる不安や困りごとに寄り添いながら、必要に
応じて医療、福祉、⾏政その他の関係機関につないでいる。 
 

（交流会） 
本⼈、家族、⽀援者等が集まり、⽇頃の困りごとや経験を話し、情報交換できる交流会及び相談交流会を
開催している。 
県⽴リハビリテーションセンター等との合同企画では、作業療法⼠、⾔語聴覚⼠、⼼理職等の専⾨職と連
携した交流会にも取り組んできた。 
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（講習会及び普及啓発活動） 
⾼次脳機能障害への理解を広げるため、本⼈、家族、⽀援者、医療、福祉、⾏政、教育関係者及び地域住
⺠等を対象とした講習会や研修会を開催している。 
滋賀県⾼次脳機能障害リハビリテーション講習会を継続して開催するとともに、地域や関係機関からの依
頼を受け、家族会の⽴場から体験や⽀援の必要性を伝えている。 
啓発冊⼦の作成・配布及びホームページでの情報発信などを通じて、外⾒からは分かりにくい⾼次脳機能
障害への理解を広げている。 
 

（滋賀県及び関係機関との連携） 
友の会しがは、⼀般社団法⼈なないろの設⽴以前から、滋賀県、県⽴リハビリテーションセンター、⾼次
脳機能障害⽀援センター等と連携し、相談、ピアカウンセリング、交流会、講習会、研修及び普及啓発活
動に取り組んできた。 
⼀ ピアカウンセリング事業への参加 
⼆ 専⾨職と連携した交流会の開催 
三 本⼈・家族相談に関する連携 
四 ⽀援センターが実施する研修等への参加及び発表 
五 市町が実施する相談・啓発事業への参加及び協⼒ 
六 障害者相談員等としての活動 
七 医療、福祉、教育及び相談⽀援機関等との情報共有 
 

（県からの依頼による活動） 
友の会しがは、⼀般社団法⼈なないろの設⽴以前から、滋賀県と連携して⾼次脳機能障害の普及啓発活動
に取り組んできた。 
現在も、県の関係機関等からの依頼により、友の会しがの家族がピアカウンセリング、会議、研修、講習
会及び啓発活動等に参加している。これらの活動では、本⼈・家族の⽴場から、実際の困りごとや必要な
⽀援について伝えることを⼤切にしている。 
 

（⼀般社団法⼈なないろとの関係） 
⾼次脳機能障害友の会しがは、本⼈と家族の声や経験を基盤として、相談、交流、ピアカウンセリング及
び普及啓発等を担っている。 
⼀般社団法⼈なないろは、友の会しがの活動を原点として設⽴され、現在は、友の会しがの事務局、連絡
調整、資料作成、講習会・啓発活動の運営⽀援、ホームページによる情報発信及び福祉サービスを通じた
本⼈・家族の⽣活⽀援を担っている。 
県や関係機関の会議等では、友の会しがは本⼈・家族の⽴場から、⼀般社団法⼈なないろは福祉サービス
事業者の⽴場から、それぞれ意⾒や現場の状況を伝えている。 
 

（関係団体とのつながり） 
友の会しがは、⽇本⾼次脳機能障害友の会をはじめ、全国・県内の家族会、当事者団体、障害者団体及び
医療・福祉関係団体等と情報交換や交流を⾏っている。 
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（これからの活動） 
⾼次脳機能障害者⽀援法の施⾏により、本⼈と家族への切れ⽬のない⽀援や、地域での⽀援体制づくりが
これまで以上に重要となっている。 
友の会しがは、これからも本⼈と家族の声を⼤切にしながら、⼀般社団法⼈なないろや関係機関と連携し、
⾼次脳機能障害のある⼈が地域で孤⽴することなく、その⼈らしく安⼼して暮らせる地域づくりに取り組
む。 
 

⾼次脳機能障害友の会しが・⼀般社団法⼈なないろ 
関係機関との連携図 

 

※この図は上下関係を⽰すものではなく、本⼈・家族を中⼼とした双⽅向の連携を表している。 


